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緒言

今世紀になって熱帯のいくつかの地域において大規模な農業開発が行われ、広大な

畑地が生み出された。このような開発の成功例では、その地域独特の農業技術が開発

され、地域の食料生産に大きく貢献してきた。タイ中央部チャオフラヤJI(中流域平原

部に広がるトウモロコシを中心とする畑作地帯はその代表例であろう o 一方、大規模

な農業開発は、以下の3つの点で地域環境へ大きな影響を与える。まず、自然植生減

少の影響、第2に農業生産活動の直接的影響、第3に栽培環境の不可逆的劣化に起因

する放棄地増加の影響である。開発された畑作農地空間が地域環境に与える影響は極

めて大きい。種々の生態基盤の下で、熱帯の大規模畑作地帯が開発されてから既に 30

~50 年が経過し、種々の問題が顕在化してきでいる。大規模畑地開発地の適正な農業

資源評価を基盤にした持続性の量的評価は今日的課題であり、今後の農業発展を考え

る上で、必要不可欠である。

本研究は、今世紀半ば以降に大規模畑作開発が行われた、タイ中部平原、東北タイ・

コラート高原、及びベトナム西北部シッフソングチュータイ平原を調査対象とし、大

規模開発畑作地帯の農業資源と持続性を、実測とシミュレーションモデルに基づき総

合的に比較・量的評価し、熱帯畑作地の今後の持続的発展の基礎とすることを目的と

して行った。

本研究では、上記の3つの大規模畑地開発地域において、降雨特性及び水収支を中

心とした地域気候変動、土壌特性の変動、土地利用の変化等を詳細尽分析することに

より、それぞれの畑地環境の農業資源及び持続性の現況を総合的かつ量的に比較評価

を行ったため、当該地域の畑地開発の妥当性評価が可能となり、さらに今後の地域環

境の保全に関する多くの基礎資料を得た。また、本報告書を一読しでわかる通り、農

業生態学・農業気象学・土壌学に関する貴重な多くの知見を得ることができた。また、

熱帯・乾燥帯における第2次世界大戦以降の農業生産の増大には、耕地面積の増大が

大きく寄与している。膨大な面積の森林・草地等自然植生が農耕地、特に畑地として

開発された。このような大規模な農業開発が地域環境に及ぼす影響は計りしれないも

のと考えられるが、現在までに実証的に評価を行った例はなく、本研究のこの分野で

の寄与は大きいと考えられる。

さらに、近年の地球環境問題に関連して、地球規模での気候変動に関する研究例は

枚挙にいとまないが、農業開発と地域気候変動の関係を詳細に調査した例は皆無に近

い。また、モデルを用いた解析の多くは、理論値のみを用いており、本研究のように

実測による比較解析を行った例は極めて少ない。農耕地の農業資源や持続性について

は、メタンの発生による地球温暖化との関係や、農薬や肥料の過剰使用による環境汚

染といった視点で調査研究が進められることが多く、大規模開発による地域気候変動

や土壌環境の劣悪化、土地利用の変貌といった観点での研究例は殆どない。さらに、

比較的眠られた大きさの地域環境の農業資源や持続性を量的に評価する方法は確立

されていないため、本研究において、提示された量的評価手法はこの分野の塙矢とな

ると自負している。
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本報告書においては、最初の6編の報告でタイ東北部における、その後の 3編でベ
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